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発現に基づく食道扁平上皮癌根治切除後の予測．第 68 回日本食道学会学術集会；2014 Jul 3-4；東京． 
42)  奥村知之，嶋田 裕，山口哲司，渡辺 徹，平野勝久，神山公希，澤田成朗，吉田 徹，長田拓哉，塚田一博．食
道扁平上皮前癌病変基底層におけるｐ53 および hTERT 過剰発現と細胞形質変化．第 68 回日本食道学会学術集会；
2014 Jul 3-4；東京． 
43)  山口哲司，奥村知之，渡辺 徹，神山公希，澤田成朗，吉田 徹，長田拓哉，嶋田 裕，塚田一博．食道癌手術症
例における呼吸リハビリテーションの有用性．第 68 回日本食道学会学術集会；2014 Jul 3-4；東京． 
44)  長田拓哉，清水哲朗，島多勝夫，田澤賢一，東山考一，橋本伊佐也，松井恒志，塚田一博．トリプルネガティブ乳
癌（TNBC）の予後予測マーカー・KLF4 に関する多施設共同研究. 第 22 回日本乳癌学会学術総会；2014 July 11；大
阪. 
45)  松井恒志．富山県における転移・再発乳癌に対するベバシズマブの使用状況と有効性に関する報告(TBCRG-2)．第
22 回日本乳癌学会総会；2014 Jul 10；大阪． 
46)  森山亮仁，北條荘三，渋谷和人，福田卓真，祐川健太，平野勝久，渡辺 徹，山口哲司，小島博文，関根慎一，橋
本伊佐也，吉岡伊作，堀 亮太，松井恒志，奥村知之，長田拓哉，塚田一博．persistent descending mesocolon(PDM) に
合併した S 状結腸癌の一例．第 46 回北陸内視鏡外科研究会；2014 Jul 21；富山． 
47)  関根慎一，ステント挿入と GEM 療法により切除可能となった，閉塞性黄疸を伴う StageⅣ胆管癌の 1 例．第 52 回日
本癌治療学会学術集会；2014 Aug 28-30；横浜． 
48)  坂東 正，河合俊輔，湯口 卓，清水哲朗，塚田一博．進行胆嚢管癌の 1 切除例．第 52 回日本癌治療学会学術集会；
2014 Aug 28-30；横浜． 
49)  長田拓哉，橋本伊佐也，渋谷和人，松井恒志，奥村知之，吉田 徹，塚田一博．民間に伝わる生薬（ユキノシタ）
が消化器癌に及ぼす効果について．第 69 回日本消化器外科学会総会；2014 Jul 17-19；郡山． 
50)  奥村知之，嶋田 裕，渡辺 徹，平野勝久，山口哲司，神山公希，澤田成朗，吉田 徹，長田拓哉，塚田一博．マ
イクロ RNA 発現プロファイルに基づく食道原発神経内分泌癌（NEC)切除適応症例選別の可能性．第 69 回日本消化
器外科学会総会；2014 Jul 17-19；郡山． 
51)  松井恒志，吉岡伊作，澤田成朗，渋谷和人，橋本伊佐也，北條荘三，奥村知之，吉田 徹，長田拓哉，塚田一博．
肝切除周術期におけるプロカルシトニン値とリコモジュンの有用性．第 69 回日本消化器外科学会総会；2014 Jul 
17-19；郡山． 
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52)  北條荘三，吉田 徹，橋本伊佐也，渋谷和人，松井恒志，吉岡伊作，奥村知之，澤田成朗，長田拓哉，塚田一博．
腹腔鏡下左側結腸直腸切除における腹腔内臓脂肪体積測定の意義．第 69 回日本消化器外科学会総会；2014 Jul 
17-19；郡山． 
53)  渋谷和人，松井恒志，渋谷和人，橋本伊佐也，北條荘三，吉岡伊作，澤田成朗，奥村知之，吉田 徹，長田拓哉，
塚田一博．超高齢者に対する腹腔鏡下肝切除の妥当性の検討．第 69 回日本消化器外科学会総会；2014 Jul 17-19；郡
山． 
54)  橋本伊佐也，奥村知之，渋谷和人，北條荘三，吉岡伊作，松井恒志，澤田成朗，吉田 徹，長田拓哉，塚田一博．
KLF４核内発現からみた胃癌の予後解析．第 69 回日本消化器外科学会総会；2014 Jul 17-19；郡山． 
55)  関根慎一，長田拓哉，澤田成朗，吉岡伊作，松井恒志，吉田 徹，齊藤文良，田澤賢一，山岸文範，塚田一博．膵
頭十二指腸切除術後感染症発生リスクに関する CONUT および PNI を用いた検討と早期経腸栄養の効果．第 69 回日
本消化器外科学会総会；2014 Jul 17-19；郡山． 
56)  森山亮仁，嶋田 裕，北條荘三，吉岡伊作，松井恒志，澤田成朗，奥村知之，吉田 徹，長田拓哉，塚田一博．GIST
皮下移植マウスモデルにおける Imatinib 投与による GIST の miRNA 解析．第 69 回日本消化器外科学会総会；2014 Jul 
17-19；郡山． 
57)  山口哲司，北條荘三，吉田 徹，橋本伊佐也，松井恒志，澤田成朗，長田拓哉，塚田一博．大腸閉塞スコア CROSS
を用いた大腸癌イレウス症例の検討．第 69 回日本消化器外科学会総会；2014 Jul 17-19；郡山． 
58)  平野勝久，奥村知之，神山公希，橋本伊佐也，澤田成朗，吉田 徹，長田拓哉，塚田一博．食道癌切除症例におけ
る周術期 BNP/Nt-proBNP の検討．第 69 回日本消化器外科学会総会；2014 Jul 17-19；郡山． 
59)  出村しおり，齋藤文良，日野浩司，山下 巌，桐山誠一，塚田一博．肝門部胆管癌術後に局所再発し，亜全胃温存
膵頭十二指腸切除術を施行した 1 例．第 69 回日本消化器外科学会総会；2014 Jul 17-19；郡山． 
60)  田澤賢一，真鍋高宏，河合俊輔，関根慎一，土屋康紀，山岸文範，松村 勝，伊達和俊，徳村弘実，塚田一博．鼠
径ヘルニアに対する膨潤麻酔併用 TAPP(tTAPP)導入期の腹膜閉鎖における V-Loc180 の有用性．第 69 回日本消化器
外科学会総会；2014 Jul 17-19；郡山． 
61)  澤田成朗，吉岡伊作，関根慎一，渋谷和人，北條荘三，松井恒志，奥村知之，吉田 徹，長田拓哉，塚田一博．75
歳以上後期高齢者における膵頭十二指腸切除術（PD)の適応―栄養管理と感染対策の重要性．第 69 回日本消化器外
科学会総会；2014 Jul 17-19；郡山． 
62)  坂東 正，河合俊輔，湯口 卓，清水哲朗，塚田一博．進行胆嚢管癌の 1 切除例．第 69 回日本消化器外科学会総会；
2014 Jul 17-19；郡山． 
63)  松井恒志，渡辺 徹，長田拓哉，塚田一博．門脈血栓症に対するダナパロイドナトリウムの使用経験．第 21 回日本
門脈圧亢進症学会総会；2014 Sep 12-13；東京． 
64)  渋谷和人，吉岡伊作，関根慎一，松井恒志，橋本伊佐也，北條荘三，奥村知之，長田拓哉，塚田一博．術中蛍光胆
道造影にて副肝管を同定できた腹腔鏡下胆嚢摘出術の 2 例．第 50 回日本胆道学会学術集会；2014 Sep 26-27；東京． 
65)  関根慎一，森山亮仁，小島博文，山口哲司，橋本伊佐也，渋谷和人，吉岡伊作，松井恒志，澤田成朗，長田拓哉，
塚田一博．胆道癌における、発癌・増殖マーカーの解析．第 50 回日本胆道学会学術集会；2014 Sep 26-27；東京． 
66)  松井恒志，福田卓真，平野勝久，渡辺 徹，祐川健太，森山亮仁，小島博文，関根慎一，橋本伊佐也，北條荘三，
堀 亮太，吉岡伊作，奥村知之，長田拓哉，塚田一博．門脈圧亢進症における脾動脈バルーンカテーテル併用腹腔
鏡下脾摘出術．第 27 回日本内視鏡外科学会総会；2014 Oct 2-4；盛岡． 
67)  北條荘三，吉田 徹，山口哲司，小島博文，関根慎一，森山亮仁，橋本伊佐也，渋谷和人，吉岡伊作，松井恒志，
奥村知之，長田拓哉，塚田一博．心疾患併存症例に対する腹腔鏡下大腸切除術の動脈圧心拍出モニターを用いた周
術期管理と術後短期成績．第 27 回日本内視鏡外科学会総会；2014 Oct 2-4；盛岡． 
68)  渋谷和人，松井恒志，吉岡伊作，福田卓真，祐川健太，平野勝久，渡辺 徹，小島博文，森山亮仁，橋本伊佐也，
北條荘三，奥村知之，長田拓哉，塚田一博．肝 S7S８領域に対する腹腔鏡下肝切除への取り組み-肋間ポートの有効
性の考察-．第 27 回日本内視鏡外科学会総会；2014 Oct 2-4；盛岡． 
69)  橋本伊佐也，奥村知之，福田卓真，祐川健太，渡辺 徹，平野勝久，小島博文，森山亮仁，関根慎一，渋谷和人，
北條荘三，吉岡伊作，松井恒志，長田拓哉，塚田一博．腹腔鏡下胃切除術の侵襲評価（血清プロカルシトニン値か
らみた），第 27 回日本内視鏡外科学会総会；2014 Oct 2-4；盛岡． 
70)  森山亮仁，北條荘三，渋谷和人，福田卓真，山口哲司，小島博文，関根慎一，橋本伊佐也，吉岡伊作，堀 亮太，
松井恒志，奥村知之，長田拓哉，塚田一博．presistent descending mesocolon(PDM)に合併した S 状結腸癌の一例．第
27 回日本内視鏡外科学会総会；2014 Oct 2-4；盛岡． 
大学院医学薬学研究部 （医学部）
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71)  松井恒志，渋谷和人，吉岡伊作，澤田成朗，平野勝久，渡辺 徹，森山亮仁，山口哲司，大澤宗士，神山公希，橋
本伊佐也，北條荘三，奥村知之，吉田 徹，長田拓哉，塚田一博．肝虚血再灌流障害に対するリコモジュリンの有
用性の検討．第 22 回日本消化器関連学会週間；2014 Oct 23-26；神戸． 
72)  吉岡伊作，松井恒志，澤田成朗，渋谷和人，橋本伊佐也，森山亮仁，平野勝久，渡辺 徹，山口哲司，北條荘三，
奥村知之，吉田 徹，長田拓哉，塚田一博．膵神経内分泌腫瘍切除症例の検討．第 22 回日本消化器関連学会週間；
2014 Oct 23-26；神戸． 
73)  関根慎一，長田拓哉，澤田成朗，吉岡伊作，松井恒志，田澤賢一，齊藤文良，山岸文範，塚田一博．膵頭十二指腸
切除術後感染症発生に関わるリスク因子の検討．第 22 回日本消化器関連学会週間；2014 Oct 23-26；神戸． 
74)  森山亮仁，松井恒志，渡辺 徹，平野勝久，山口哲司，大澤宗士，神山公希，橋本伊佐也，渋谷和人，北條荘三，
吉岡伊作，澤田成朗，奥村知之，吉田 徹，長田拓哉，塚田一博．脾摘後の血栓予防としてのリコモジュリンの使
用経験．第 22 回日本消化器関連学会週間；2014 Oct 23-26；神戸． 
75)  渡辺 徹，松井恒志，橋本伊佐也，北條荘三，吉岡伊作，奥村知之，澤田成朗，吉田 徹，長田拓哉，塚田一博．
Hairy cell leukemia Japanese variant(HCLjv)にて 3000g を超えた巨大脾腫に対する脾摘出術の経験．第 22 回日本消化器
関連学会週間；2014 Oct 23-26；神戸． 
76)  横山義信，山田 明，渡辺智子，阿部要一，塚田一博．真性腸結石を伴った Meckel 憩室茎捻転の 1 例．第 22 回日
本消化器関連学会週間；2014 Oct 23-26；神戸． 
77)  田澤賢一，関根慎一，山口哲司，土屋康紀，山岸文範，塚田一博．大腿骨骨折後に発症した閉鎖孔ヘルニアの 3 例． 
第 22 回日本消化器関連学会週間；2014 Oct 23-26；神戸． 
78)  関根慎一，平野勝久，渡辺 徹，森山亮仁，橋本伊佐也，北條荘三，奥村知之，長田拓哉，塚田一博．十二指腸乳
頭部癌における予後因子の検討．第 73 回日本癌学会学術総会；2014 Sep 25-27；横浜． 
79)  大永 崇，嶋田 裕，奥村知之，長田拓哉，塚田一博．CTC 単離用ポリマーマイクロ流体デバイスによる EGFR を
発現する癌細胞の捕捉．第 73 回日本癌学会学術総会；2014 Sep 25-27；横浜． 
80)  出村しおり，北條荘三，渋谷和人，福田卓真，関根慎一，森山亮仁，小島博文，橋本伊佐也，吉岡伊作，松井恒志，
奥村知之，長田拓哉，三原 弘，塚田一博．小腸内視鏡にて確定診断し，切除し得た小腸 GIST の 1 例. 第 104 回日
本消化器内視鏡学会北陸支部例会；2014 Nov 30；金沢． 
81)  田澤賢一，河合俊輔，土屋康紀，山岸文範，塚田一博．魚骨の S 状結腸穿通に伴腹腔内腫瘍の 1 例．第 27 回日本外
科感染症学会総会；2014 Dec 4-5；東京． 
82)  橋本伊佐也，奥村知之，渡辺 徹，平野勝久，森山亮仁，小島博文，渋谷和人，北條荘三，堀 亮太，吉岡伊作，
松井恒志，長田拓哉，塚田一博．当科における胃ＳＭＴに対する腹腔鏡下手術の現況と展望．第 47 回北陸内視鏡外
科研究会；2014 Nov 8；金沢． 
 
◆ その他 
1) 長田拓哉．フルベストラントが長期に奏効している肺転移乳癌の 1 例．第 8 回金沢乳腺フォーラム；2014 Jun 28； 
   金沢． 
2) 橋本伊佐也．当科における胃粘膜下腫瘍に対する腹腔鏡下手術の現況と展望．第 52 回北陸胃癌談話会；2014 Aug 2；
金沢． 
3) 澤田成朗．膵癌における集学的治療．ジェムザール学術講演会；2014 Jan 31；富山． 
4) 長田拓哉．乳癌に対する各種治療の検証． 第 11 回がん化学療法・緩和ケア研修会；2014 Mar 8；金沢. 
5) 長田拓哉，渡辺徹，平野勝久，山口哲司，橋本伊佐也，松井恒志，奥村知之，塚田一博．新規解析装置を用いた血
液中浮遊がん細胞（CTC）同定と抗癌剤感受性予測に関する研究． 富山大学学際交流会；2014 Mar 10；富山. 
6) 長田拓哉．乳癌治療の今と昔． 乳癌サポートセミナー；2014 Nov 24；富山． 
7) 長田拓哉．富山県の乳癌治療について. 富山県医師会がん学術セミナー；2014 Dec 14；富山． 
8) 松井恒志．肝切除術後の感染症合併症の予測としてのプロカルシトニン（PCT）の有用性．第 9 回富山手術・感染
症フォーラム；2014 Feb 6；富山． 
9) 松井恒志．肝胆膵領域の鏡視下手術．富山外科手術カンファレンス；2014 May 23；富山． 
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